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いで広報いで
　井手小学校と多賀小学校で５月 13 日（火）
～ 16 日（金）、スポーツ推進委員のサポートを
受けながら、それぞれ体力テストが行われ、児
童たちがソフトボール投げや立ち幅跳びなどの
種目で自己記録に挑戦しました。

目次
ゆうゆうスポーツクラブが始動 P02
すべてのがん検診が無料になります！ P03
保健医療課からのお知らせ P04
時間外窓口、取次所業務のお知らせ P05
子育て支援カレンダー P06

町の人口（６月１日現在）
男性 3,894 人
女性 4,068 人

計 7,962 人

広報いで　IDE TOWN PUBLIC RELATIONS
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン
グ

シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
、
生
産
者
を
激
励

　

製
茶
シ
ー
ズ
ン
の
最
盛
期
を
迎

え
た
５
月
22
日
（
木
）、
汐
見
明

男
町
長
が
、
抹
茶
の
原
料
と
な
る

て
ん
茶
の
生
産
に
追
わ
れ
る
多
賀

第
２
製
茶
組
合
（
森
田
英
雄
組
合

長
）
を
訪
ね
、
生
産
者
の
皆
さ
ん

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
な

ど
の
影
響
を
受
け
て
、
例
年
よ
り

も
遅
れ
気
味
だ
そ
う
で
す
が
、
作

業
は
６
月
初
旬
ご
ろ
ま
で
続
く
と

の
こ
と
。

　

汐
見
町
長
は
、
茶
葉
の
様
子
な

ど
を
確
か
め
な
が
ら
「
大
変
で
す

が
、
今
年
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

製茶工場を訪問し、生産者の皆さんをねぎらう汐見町長

　

井
手
町
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
平
成
26
年
度

の
開
始
式
が
４
月
26
日
（
土
）、
山

城
勤
労
者
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
２
、４

土
曜
日
を
中
心
に
、
町
内
の
小
学

校
や
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
な
ど

を
会
場
に
、
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
、
農
業
体
験
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
文
化
活
動
な
ど
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
地
域
の
青
少

年
の
体
育
振
興
と
健
全
育
成
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

開
始
式
に
は
、
町
内
の
子
ど
も

た
ち
約
80
人
が
参
加
。

 　

村
田
忠
文
運
営
委
員
長
と
松

田
定
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
フ
ッ

ト
サ
ル
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

思
い
思
い
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し

た
。

子
ど
も
80
人
が
楽
し
む

ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

力
作
２
０
０
作
品
を
展
示

　
　

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

井
手
町
文
化
協
会
の
合
同
作
品

展
「
第
４
回
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
が
４
月
26
日
（
土
）、
27

日
（
日
）、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

各
加
盟
団
体
の
活
動
発
表
の
場

と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、
今

回
は
陶
芸
や
絵
画
、
水
墨
画
、
写

真
な
ど
お
よ
そ
２
０
０
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
多
く
の
住
民
や
愛

好
家
ら
が
訪
れ
、
展
示
さ
れ
た
各

団
体
の
力
作
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。新

会
長
に
福
田
宏
司
さ
ん

井
手
町
文
化
協
会
が
新
体
制

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、

井
手
町
文
化
協
会
の
新
会
長
に
就
任

し
た
福
田
宏
司
さ
ん
、
副
会
長
の
森

田
正
弘
さ
ん
と
山
本
元
嗣
さ
ん
、
事

務
局
長
の
仁
木
鐡
茨
さ
ん
が
５
月
２

日
（
金
）、
役
場
を
訪
問
。
汐
見
町
長

と
今
後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

カローリングに挑戦する子どもたち

各団体の力作が展示された会場汐見町長と歓談する新役員の皆さん
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「
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
」
開
講

　
　
　
　
　
　
　

多
賀
小
学
校
で

　

多
賀
小
学
校
で
５
月
７
日

（
水
）、
教
育
委
員
会
と
地
域
の
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る

「
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
」
の
開
講
式

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
大
型

絵
本
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。　

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、
放
課

後
の
安
全
な
居
場
所
と
様
々
な
体

験
活
動
や
学
習
活
動
の
機
会
を
提

供
し
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
、
水
曜
日
の
放
課
後
を
中
心
に

行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　

開
講
式
に
は
、
児
童
32
人
が
参

加
。
開
講
式
で
は
、
森
田
正
弘
運

営
委
員
長
が
「
楽
し
く
遊
ぶ
だ
け

で
な
く
、
ル
ー
ル
を
守
り
友
だ
ち

と
譲
り
合
う
気
持
ち
を
学
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
大
型
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
や
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
、
和
紙
の
折
り
染
め
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
、
会

場
の
体
育
館
は
子
ど
も
た
ち
の
に

ぎ
や
か
な
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

検診名 対象者 内　容 実施期間 申込締切 自己負担金
肺がん検診 40 歳以上の男女 胸部 X 線検査／喀痰細胞診 11 月の予定 事前申込不要

無　

料

胃がん検診 40 歳以上の男女 胃部 X 線検査 11 月の予定 8/29
大腸がん検診 40 歳以上の男女 便潜血検査 9/1 ～ 1/30 1/16
乳がん検診 30 ～ 39 歳の女性 視触診

10 月の予定 7/2540 歳以上の女性 視触診＋マンモグラフィ
　　　　　（2 年に 1 回）

子宮がん検診 20 歳以上の女性 視診＋内診＋細胞診
　　　　　（2 年に 1 回） 10/1 ～ 1/31 1/16

前立腺がん検診 55 歳以上の男性 PSA 検査（血液検査） 7/1 ～ 10/31 ※
※前立腺がん検診は岡林医院、又は水野クリニックに直接お申込み下さい

がんを発見できたほ
か、がん以外の病気
も見つけることがで
き、治療につながっ
ています！

◇◇◇がん検診を受けることでこんなメリットがある！◇◇◇
①早期発見、早期治療、がんは早期に発見、早期に治療することで治すこ
とができる病気です。特に自覚症状がなくても、早期のがんを見つけるこ
とができます。
②がん以外の病気も見つけることができ、治療に結びつけられるがん検診
はがんを見つけることが目的ですが、がんになる前段階の病変など、がん
以外の病気が見つかることもあります。こうした病気の経過を観察し、必
要に応じて治療することでがんになるのを防ぐことができます。
③安心して生活を続けられる日本人の２人に１人ががんになり、３人に１
人ががんで死亡している時代です。「自分は大丈夫」と過信せず、定期的に
検診を受けましょう。

◇◇◇ H24 年度のがん検診受診結果（井手町・男女計）◇◇◇

平成 26 年度から、６つのがん検診が無料になります！！
　今年度から前立腺がん検
診が加わり、がん検診は全
部で６つになりました（左
記表のとおり）。詳しくは、
６月下旬に各戸配布予定の

「各種健（検）診の申込み受
付のお知らせ」（申込はがき
付）をご覧ください。がん
検診無料化を機に、がん検
診を受けていきましょう！。
　お問い合わせは井手町
保 健 セ ン タ ー（ ℡ 82 ‐
３３８５）まで。

保健センターからのお知らせ

きらきらランド開講式で、吹き矢や折り染めを楽しむ子どもたち
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▼こんなときは１４日以内に手続きが必要です
◎国民健康保険に入るとき

こんなとき 持参するもの
他の市町村から井手町に転入してきたとき（職場の健康保険
に加入していない場合） 印かん・他の市町村の転出証明書

退職して職場の健康保険がなくなったとき、被扶養者からは
ずれたとき 印かん・職場の健康保険からはずれた証明書

国民健康保険に入っている人に子どもが生まれたとき 印かん・国民健康保険証
生活保護を受けなくなったとき 印かん
※既に、同じ世帯で国民健康保険証をお持ちの場合は国民健康保険証を持参して下さい。

保
健
医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎国民健康保険をやめるとき
こんなとき 持参するもの

井手町以外の市町村に転出するとき 印かん・国民健康保険証
就職して職場の健康保険に入ったとき 印かん・職場の健康保険証と国民健康保険証
被扶養者となったとき 印かん・職場の健康保険証と国民健康保険証
国民健康保険に入っている人が死亡したとき 印かん・国民健康保険証
国民健康保険に入っている人が生活保護を受けるようになっ
たとき 印かん・国民健康保険証

◎そのほかの場合
こんなとき 持参するもの

世帯主や氏名、井手町内で住所が変わったとき 印かん・国民健康保険証
国民健康保険証をなくしたとき

（汚れて使えなくなったとき）
印かん・本人であることを証明するもの

（使えなくなった国民健康保険証）

退職者医療制度に該当したとき 
（年金制度への加入期間が２０年以上、または４０歳以降の
加入期間が１０年以上で年金を受給されている方）

＜国保加入時と同時に該当したとき＞
印かん・職場の健康保険証・年金証書
＜すでに国保の方で退職者医療に該当したとき＞
印かん・国民健康保険証・年金証書

※お問い合わせは、保健医療課（℡８２－６１６６）まで。

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先

の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等

の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
９
万

円
で
す
。（
燃
料
費
の
高
騰
、
円
安

等
諸
般
の
事
情
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
集
合
場
所
ま

で
の
往
復
交
通
費
、
帰
国
時
宿
泊

代
、
渡
航
手
続
手
数
料
等
は
含
ま

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。）

　

日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族

会
事
務
局　

℡
03
‐
３
２
６
１
‐

５
５
２
１
ま
で
。

　

申
込
は
、
各
都
道
府
県
遺
族
会

へ
。
※
申
込
に
は
そ
れ
ぞ
れ
締
切

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〈
実
施
地
域
〉

（
広
域
地
域
）

①
旧
満
州

②
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

③
旧
ソ
連

④
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑤
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
１
次
）

⑥
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島

⑦
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

⑧
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１
次
）

⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
１
次
）

⑪
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

⑫
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
２
次
）

⑬
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
（
２
次
）

⑭
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
次
）

⑮
中
国

（
特
定
地
域
）

① 

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

② 

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　
　
　

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

府
内
の
父
子
家
庭
の
親
子
が
一
同
に

集
ま
る
場
を
設
定
し
、
事
業
実
施
を
通

じ
て
父
と
子
の
ふ
れ
あ
い
と
父
子
家
庭

相
互
の
交
流
を
深
め
、
互
い
に
連
携
し

あ
え
る
リ
ー
ダ
ー
を
要
請
し
、
父
子
家

庭
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
趣
旨

と
し
て
、次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
８
月
９
日
（
土
）
～

10
日
（
日
）[

１
泊
２
日]

場
所　
「
か
や
山
の
家
」
京
都
府
与
謝

郡
与
謝
野
町
字
温
江
１
４
０
１

対
象　

京
都
府
内
（
京
都
市
を
除
く
）

に
在
住
す
る
父
子
家
庭
の
親
子

参
加
費　

大
人
１
人　

２
，
０
０
０
円

　
　
　

子
ど
も
１
人　

１
，
０
０
０
円

申
込
期
間　

６
月
13
日
（
金
）
～
７
月

18
日
（
金
）。
申
込
書
は
住
民
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
主
催
は
、
京
都
府
民
生

児
童
委
員
協
議
会
、
後
援
は
、
京
都
府
・

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
・
開
催
地
区

民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
８
市
父
子
会

で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
い
き
い
き
ふ
れ
あ

い
事
業
（
キ
ャ
ン
プ
）
の
お
知
ら
せ
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井
手
町
役
場
の
時
間
外
窓
口

　

お
よ
び
取
次
所
業
務
の
ご
案
内

　

井
手
町
で
は
住
民
の
利
便
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

時
間
外
窓
口
お
よ
び
取
次
所
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

【
時
間
外
窓
口
に
よ
る
証
明
書
交

付
】

▽
申
請
手
続
方
法
「
平
日
の
業
務

時
間
内
に
電
話
予
約
（
℡
82
‐

６
１
６
４
）
に
よ
り
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
」

▽
証
明
交
付
場
所
「
申
請
者
が
指

定
し
た
日
時
に
井
手
町
役
場
住
民

福
祉
課
で
交
付
し
ま
す
」

【
取
次
所
に
よ
る
証
明
書
交
付
】

▽
取
次
所
設
置
場
所
「
井
手
町
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
賀
泉
苑
」

▽
業　

務　

時　

間
「
平
日
の
午

前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後
１

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
」

▽
申
請
手
続
方
法

①　

取
次
所
で
住
民
票
の
写
し
等

請
求
書
に
よ
り
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い

②　

平
日
の
午
後
３
時
ま
で
の
申

請
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
日
の
午

後
４
時
～
５
時
に
証
明
書
を
交
付

で
き
ま
す

③　

平
日
の
午
後
３
時
以
降
の
申

請
分
に
つ
い
て
は
、
翌
日
に
証
明
書

を
交
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
金

曜
日
（
平
日
の
最
終
日
）
の
午
後

３
時
以
降
の
申
請
分
に
つ
い
て
は
、

翌
開
庁
日
の
正
午
ま
で
に
証
明
書

を
交
付
で
き
ま
す

【
時
間
外
窓
口
・
取
次
所
に
お
い
て

交
付
で
き
る
証
明
】

①
住
民
票
の
写
し

　
　
　
　
　
　

１
通　

３
０
０
円

②
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

　
　
　
　
　
　

１
通　

３
０
０
円

③
印
鑑
登
録
証
明
書

　
　
　
　
　
　

１
通　

３
０
０
円

※
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
の
提

示
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
時
間
外
窓
口
お
よ
び
取
次
所
で

は
、
住
民
票
の
写
し
等
の
即
時
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
の
提
示

の
お
願
い

　

住
民
票
や
戸
籍
に
関
す
る
届
出

ま
た
は
証
明
書
の
交
付
申
請
を
行

う
場
合
に
、
役
場
窓
口
に
来
ら
れ

た
方
の
本
人
確
認
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
者
に
よ
る
偽
り
や
不
正
な

請
求
を
防
止
し
、
皆
さ
ま
の
個
人

情
報
を
守
る
た
め
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
本
人
の
確
認
に
は
、
次
の
よ

う
な
証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
し

ま
す
。

「
本
人
確
認
書
類
」（
提
示
さ
れ
る

書
類
は
、
有
効
期
間
内
の
も
の
に

限
り
ま
す
）

▽
１
つ
の
書
類
で
確
認
す
る
場
合

（
い
ず
れ
か
１
つ
の
書
類
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
）

　

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関

が
発
行
し
た
写
真
が
貼
付
し
て
あ

る
書
類

【
例
】
運
転
免
許
証
、
旅
券
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）、

在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住
者
証
明

書
、
一
時
庇
護
証
明
書
、
仮
滞
在

許
可
証
、
み
な
し
外
国
人
登
録
証

明
書
（
平
成
24
年
７
月
９
日
以
降

有
効
な
も
の
に
限
る
）、
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
（
写
真
付
き
）

▽
複
数
の
書
類
で
確
認
す
る
場
合

（
イ
）
＋
（
ロ
）
又
は
（
イ
）
＋
（
イ
）

の
複
数
書
類
を
ご
提
示
し
て
く
だ

さ
い

（
ロ
）
＋
（
ロ
）
は
不
可

（
イ
）
と
は
、
公
的
機
関
が
発
行
し

た
書
類

【
例
】
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
、
国

民
年
金
手
帳
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
写
真
な
し
）

（
ロ
）
と
は
、
そ
の
他
の
書
類

【
例
】
学
生
証
（
写
真
付
き
）、
法

人
が
発
行
し
た
身
分
証
明
書
（
写

真
付
き
）

▽
本
人
確
認
書
類
を
ご
提
示
で
き

な
い
場
合
は
、
届
出
ま
た
は
申
請

の
前
に
、
次
の
連
絡
先
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
（
℡

82
‐
６
１
６
４
）

町
・
府
民
税
の
均
等
割
が

　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
全
国
的
に
、
か
つ
、
緊
急
に
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
費

用
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
臨
時

措
置
と
し
て
個
人
町
・
府
民
税
の
均

等
割
の
税
率
を
町
民
税
、
府
民
税

そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
ず
つ
引
き
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
臨
時
措
置
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
（
10
年
間
）

の
実
施
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
以
降
使
用
の
小
学
校

教
科
用
図
書
見
本
を
展
示
し
ま
す

日
時　

６
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～
６
時
頃

集
合　

Ｊ
Ｒ
玉
水
駅

解
散　

谷
川
ホ
タ
ル
公
園

案
内
人　

井
手
町
ふ
る
さ
と
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
宮
本
敏
雪

さ
ん
他

　

ホ
タ
ル
ま
つ
り
会
場
に
向
け

井
手
町
の
名
所
旧
跡
を
巡
り
ま

す参
加
費　

無
料
（
ホ
タ
ル
ま
つ
り

の
飲
食
代
は
各
自
負
担
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
背
古
道
探
検
隊
事
務
局
（
℡

82
‐
５
２
１
２
）

主
催　

山
背
古
道
探
検
隊

共
催　

山
背
古
道
推
進
協
議
会

　

平
成
27
年
度
以
降
使
用
さ
れ
る

小
学
校
教
科
用
図
書
採
択
の
た
め

の
展
示
で
あ
り
、
広
く
住
民
の
方

か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
教
科
書
選

定
の
参
考
と
す
る
た
め
、
左
記
の

日
程
で
小
学
校
教
科
用
図
書
見
本

本
を
展
示
し
ま
す
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
意
見
箱
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
教
科
書
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
ご
意
見
・

ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

多
く
の
住
民
の
方
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
下
さ
い
。

【
多
賀
小
学
校
】

▽
展
示
日　

7
月
7
日
（
月
）
～

7
月
11
日
（
金
）

▽
展
示
時
間　

午
後
１
時
～
５
時

【
井
手
小
学
校
】

▽
展
示
日　

7
月
14
日
（
月
）
～

7
月
18
日
（
金
）

▽
展
示
時
間　

午
後
１
時
～
５
時

日
時
／
６
月
25
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
玉
泉
苑

＊
今
年
も
、
三
岡
康
明
先
生
を
お

迎
え
し
、「
音
声
表
現
の
工
夫
」
を

テ
ー
マ
に
、

４
回
講
座
で
開
催
し
ま
す
。（
６
／

25
・
７
／
23
・
９
／
24
・
10
／
22
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
℡
82
‐
３
４
９
９
）
ま

で 朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
　
　

井
手
町
社
会
福
祉
協
議
会

山
背
古
道
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ー
ク

現行 平成 26 年度～ 35 年度

町民税 3,000 円 町民税 3,500 円

府民税 1,000 円 ⇒ 府民税 1,500 円

計 4,000 円 計 5,000 円

町・府民税　均等割の税率
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝日等を除く）９：３０～１６：００

6 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）
と　　　　　き 内　　容 場所・備考

11 日（水）10：30 ～ 11：30 いづみ園庭開放 いづみ保育園

13 日（金）10：30 ～ 11：30 たんぽぽ広場
「足型をとろう」

17 日（火）10：00 ～ 11：40 すくすくクラブ
1 歳半～ 2 歳半対象

予約制
19 日（木）10：30 ～ 12：00 さんさん会

「フリートーク」
20 日（金）10：30 ～ 12：00 キッズケア

「かゆみ止めジェル」 ※予約制

23 日（月）10：00 ～ 12：00 親子クッキング
対象：2 歳児以上

予約制
24 日（火）10：30 ～ 11：30 多賀園庭開放 多賀保育園

26 日（木）10：30 ～ 11：30 たんぽぽ広場
「わおんと遊ぼう」 ※予約制

30 日（月）
10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館
10：30 ～ 11：30 玉川園庭開放 玉川保育園

7 月

2 日（水） 10：30 ～ 12：00 さんさん会
「フリートーク」

7 日（月） 10：30 ～ 12：00 ブラッシング指導 ※予約制

8 日（火） 10：30 ～ 12：00 ＊ hughuug ＊
「ベビーマッサージ」 ※予約制

9 日（水） 10：30 ～ 12：00 小児救命講習会 ※予約制
11 日（金）10：00 ～ 12：00 マタニティヨガ ※予約制
※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

＊たんぽぽ広場
　たんぽぽのように強く明るく愛らしく成長
していけるようにと願ってこの名前をつけま
した。
　子どもも大人もみんなで楽しいひとときを
過ごしましょう♪
　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（予約制）
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子

親子の広場　リニューアル

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：月 2 回程度の水曜日
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：第 2 週の火曜日
参加費：1 回 500 円
　
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）

平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30 
土曜日　　　　　　8：30 ～ 12：00
※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

一時預かり
【利用時間】

　

き
こ
え
に
く
い
こ
と
で
、
つ
ら

さ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

こ
の
度
、
き
こ
え
に
不
自
由
を

感
じ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
学

習
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ご
家
族
・
き
こ
え
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
方
な
ど
、
み
な
さ
ん
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程　

６
月
18
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
半
～
午
後
１
時
半

場
所　

宇
治
田
原
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー

対
象　

き
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族
、

聴
覚
障
害
者
に
関
わ
る
関
係
者
、

ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

内
容　

①
き
こ
え
と
補
聴
器
に
つ

い
て
の
学
習
②
昼
食
と
交
流
会

参
加
費　

無
料
：
お
弁
当
希
望
者

に
は
お
弁
当
代
５
０
０
円
を
い
た

だ
き
ま
す
。

申
し
込
み　

６
月
15
日
（
日
）
ま

で
に
①
氏
名
②
住
所
③
連
絡
先
④

京
都
府
巡
回
相
談
（
午
後
１
時
半

～
３
時
半　

聴
力
検
査
・
診
察
・

補
聴
器
相
談
）
も
希
望
す
る
か
ど

う
か
⑤
お
弁
当
５
０
０
円
を
注
文

す
る
か
ど
う
か
を
明
記
し
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

〒
６
１
０
‐

０
３
３
２　

京
田
辺
市
興
戸
小
モ

詰
18　

さ
ん
さ
ん
山
城
（
山
城
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）「
き
こ
え

に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方

の
た
め
の
学
習
・
交
流
会
事
務
局
」

宛
（ 

℻ 

65
‐
４
１
０
２　

℡
39
‐

７
１
１
３
）

主
催　

京
都
府
、
社
会
福
祉
法
人

京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会

「
き
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
の
た
め
の
学
習
・
交
流
会
」
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第
33
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
か
ら

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
年
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
次
代
を
担
う
中

学
生
に
自
分
の
身
近
に
あ
る
人
権
に
つ
い
て
の
思
い
を
作
文
に
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
権
尊

重
の
大
切
さ
や
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
中
学
生
の
純
粋
な
気
持
ち
に
ふ
れ
て
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

内
閣
総
理
大
臣
賞

「
そ
れ
で
も
僕
は
桃
を
買
う
」

宮
城
県
古
川
黎
明
中
学
校
３
年

大
沼　

逸
美

　

夏
休
み
の
あ
る
日
、
僕
は
、
家

族
と
い
っ
し
ょ
に
旅
行
す
る
こ
と

に
な
り
、
一
路
、
新
潟
を
目
ざ
し

て
車
に
乗
っ
て
い
た
。

　

朝
早
く
家
を
出
発
し
、
東
北
自

動
車
道
か
ら
磐
越
自
動
車
道
に
入

り
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
を

と
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
売

店
に
は
た
く
さ
ん
の
お
土
産
が
売

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
、
福
島

県
特
産
の
桃
が
並
ん
で
い
た
。
そ

の
桃
を
見
て
、
無
邪
気
な
子
ど
も

が
母
親
に
「
桃
食
べ
た
い
。」
と
せ

が
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
子

ど
も
の
母
親
は
「
だ
め
。」
と
子

ど
も
に
言
い
聞
か
せ
よ
う
と
す
る
。

子
ど
も
も
引
か
ず
「
な
ん
で
。」
と

反
論
す
る
。
す
る
と
、母
親
は「
だ
っ

て
、
こ
の
桃
、
福
島
産
だ
よ
。
放

射
性
物
質
っ
て
い
う
良
く
な
い
物

が
つ
い
て
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

ね
。」
と
説
き
ふ
せ
た
の
だ
。
し
ぶ

し
ぶ
諦
め
た
子
ど
も
の
姿
を
見
な

が
ら
、
僕
は
、
心
の
中
に
何
か
ひ
っ

か
か
り
を
感
じ
て
い
た
。

　

車
に
戻
り
、
走
り
始
め
た
車
の

中
で
、
僕
は
両
親
に
さ
っ
き
の
出

来
事
を
話
し
た
。
父
は
「
や
っ
ぱ

り
放
射
性
物
質
が
つ
い
て
い
な
い

と
は
言
い
切
れ
な
い
か
ら
な
。」
と

言
い
、
母
も
「
確
か
に
心
配
で
は

あ
る
ね
。」
と
言
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

僕
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
僕
の
住

ん
で
い
る
地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
も
、「
福
島
産
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
避

け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
っ

か
り
検
査
を
受
け
て
市
場
に
で
て

い
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
ん

と
な
く
不
安
だ
っ
た
か
ら
だ
。
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
の
出
来
事
に
ひ
っ
か

か
り
を
感
じ
て
は
い
た
が
、
僕
は

そ
の
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
思
っ
た
。

　

し
か
し
、
僕
の
頭
か
ら
、「
だ
っ

て
福
島
産
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
が

離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
、

そ
ん
な
に
も
、
そ
の
言
葉
が
気
に

な
る
の
か
、
僕
は
、
旅
行
中
、
ず
っ

と
考
え
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
、

思
い
当
た
っ
た
。
僕
が
小
学
五
年

生
の
時
に
友
達
か
ら
言
わ
れ
た
、

あ
の
言
葉
と
同
じ
、
嫌
な
響
き
を

感
じ
た
か
ら
だ
。

　

小
学
五
年
生
の
時
、
僕
は
仲
の

よ
か
っ
た
友
達
と
大
げ
ん
か
し
た
。

理
由
は
さ
さ
い
な
こ
と
だ
っ
た
が
、

言
い
合
い
は
と
ま
ら
な
く
な
り
、

と
う
と
う
互
い
に
相
手
を
罵
倒
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
最

後
に
友
達
が
僕
に
こ
う
言
っ
た
の

だ
。

　
「
黙
れ
。
中
国
人
。」

　

僕
は
中
国
生
ま
れ
の
日
本
育
ち

だ
。
日
本
に
来
て
か
ら
ず
っ
と
、

自
分
が
中
国
国
籍
で
あ
る
こ
と
を

表
に
出
し
て
生
活
し
て
き
た
。
そ

の
こ
と
に
対
し
て
、
友
達
の
誰
も

触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
僕
も
中
国

国
籍
で
あ
る
こ
と
を
気
に
留
め
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
あ
の
時
、
そ
の
友
達

の
言
葉
は
、
鋭
利
な
刃
物
と
な
っ

て
僕
の
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
そ

し
て
、
自
分
は
他
の
み
ん
な
と
違

う
ん
だ
と
切
な
く
な
っ
た
。
仲
の

良
か
っ
た
友
達
が
、
心
の
中
で
は

僕
を
差
別
し
て
い
た
ん
だ
と
感
じ
、

悔
し
く
て
し
か
た
が
な
か
っ
た
の

だ
。
幸
い
、
友
達
と
は
仲
直
り
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
し
ば
ら
く
、

あ
の
友
達
の
放
っ
た
言
葉
は
、
僕

の
胸
を
ひ
っ
か
き
続
け
、
嫌
な
響

き
と
な
っ
て
耳
の
奥
に
残
っ
て
い

た
。

　

そ
の
嫌
な
響
き
と
同
じ
も
の
を
、

「
だ
っ
て
福
島
産
だ
よ
」
と
い
う
言

葉
に
僕
は
感
じ
た
の
だ
。
僕
の
場

合
は
、
中
国
と
い
う
国
の
こ
と
を

知
り
も
し
な
い
の
に
ば
か
に
さ
れ
、

福
島
の
桃
は
、
放
射
性
物
質
の
こ

と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
に
、
危

な
い
と
決
め
つ
け
ら
れ
、
自
分
と

桃
が
重
な
っ
て
見
え
た
の
だ
。
風

評
被
害
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い

た
が
、
こ
の
時
、
僕
は
、
福
島
の

桃
は
、
被
害
で
は
な
く
、「
差
別
さ

れ
て
い
る
の
だ
」
と
は
っ
き
り
と

感
じ
た
。

　

だ
か
ら
、
僕
は
、
桃
を
買
う
こ

と
に
し
た
。
僕
は
差
別
さ
れ
る
側

の
気
持
ち
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ

な
の
に
、
そ
の
僕
が
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
、
他
の
人
と
同
じ

よ
う
に
福
島
県
産
の
桃
に
偏
見
を

も
ち
、
差
別
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

桃
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
福
島
の

人
々
を
差
別
し
て
い
る
こ
と
に
も

な
る
の
だ
と
気
づ
き
、
こ
れ
で
は

い
け
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

新
潟
か
ら
の
帰
り
道
、
僕
は
、

磐
越
自
動
車
道
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
で
、
桃
を
買
っ
た
。
そ
れ
は
、

も
う
偏
見
を
も
た
な
い
、
差
別
な

ど
し
な
い
と
い
う
、
小
さ
い
け
れ

ど
大
き
な
僕
の
決
意
で
も
あ
っ
た
。

　

二
十
一
世
紀
の
今
、
日
本
そ
し

て
世
界
中
の
あ
ち
こ
ち
で
、
い
ま

だ
に
多
く
の
偏
見
や
差
別
が
残
っ

て
い
る
。
生
ま
れ
た
地
域
や
肌
の

色
、
病
気
、
そ
し
て
、
福
島
原
子

力
発
電
所
の
よ
う
に
事
故
に
関
係

す
る
も
の
な
ど
様
々
だ
。
そ
れ
ら

の
偏
見
や
差
別
の
根
本
に
あ
る
の

は
、
何
な
の
だ
ろ
う
。
僕
は
、
警

戒
心
で
は
な
い
か
と
思
う
。
よ
く

分
か
ら
な
い
か
ら
、
見
え
な
い
か

ら
怖
く
疎
ま
し
く
、
自
分
か
ら
遠

ざ
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
気
持
ち

が
、
偏
見
や
差
別
を
生
む
の
だ
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
私
達
は

警
戒
心
を
も
た
ず
、
こ
の
世
界
か

ら
、
偏
見
や
差
別
を
な
く
す
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
鍵

は
、
二
つ
あ
る
と
僕
は
考
え
る
。

一
つ
は
、
他
の
人
の
こ
と
を
よ
く

知
ろ
う
と
す
る
姿
勢
。
も
う
一
つ

は
、
他
の
人
の
気
持
ち
を
思
い
や

る
想
像
力
。
こ
の
二
つ
が
、
未
知

の
も
の
へ
の
警
戒
心
を
取
り
去
っ

て
く
れ
る
。

　

偏
見
や
差
別
を
、
こ
の
世
界
か

ら
な
く
す
こ
と
は
本
当
に
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
二

つ
の
国
の
良
さ
を
知
っ
て
い
る
僕

は
、
相
手
を
知
ろ
う
と
す
る
姿
勢

と
思
い
や
る
想
像
力
を
も
ち
、
周

囲
の
人
に
接
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

い
つ
か
き
っ
と
、
お
互
い
を
慈
し

み
合
う
世
界
に
な
る
こ
と
を
信
じ

て
。
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消
防
署
か
ら
お
知
ら
せ

　

電
気
器
具
火
災
に
ご
注
意
を
！

　

電
気
器
具
は
便
利
な
も
の
で
す
が
、
誤
っ

た
使
い
方
や
取
扱
い
の
不
注
意
か
ら
火
災
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
気
器
具
を
安
全

に
使
用
す
る
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
説

明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

日
時
／
平
成
26
年
7
月
6
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

★
企
画
展
「
笠
置
寺
の
涅
槃
図
と
南
山
城
の

仏
画
・
大
般
若
経
」

　

春
の
企
画
展
。
涅
槃
図
や
南
山
城
の
大
般

若
経
を
展
示
し
、
か
つ
て
の
村
落
の
信
仰
の

様
子
を
探
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
15
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

★
文
化
財
連
続
講
座
「
南
山
城
の
大
般
若
経

を
め
ぐ
っ
て
」

　

連
続
講
座
の
第
２
回
目
と
し
て
、
春
の
企

画
展
「
笠
置
寺
の
涅
槃
図
と
南
山
城
の
仏
画
・

大
般
若
経
」
に
関
連
し
た
内
容
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

▼
演
題
＝
「
南
山
城
の
大
般
若
経
を
め
ぐ
っ

て
」

▼
講
師
＝ 

当
資
料
館　

資
料
課
長　

田
中　

淳
一
郎

▼
聴
講
料
＝
無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　

※
事
前
申
込
み
は
必
要
な
し
。

施
設
の
ご
案
内

▼
所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

▼
入 

館 

料　

一
般
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

小
中
学
生
50
円

▼
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

 　

※
休
館
日　

月
曜
日

○
問
い
合
わ
せ

　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課
（
℡
86
‐

５
１
９
９
）
ま
で
。

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

【
町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

日
時
／
６
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～

場
所
／
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
城
陽

ス
ポ
ー
ツ

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
６
月
14
日
（
土
）・
28
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

82
‐
４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
》

日
時
／
６
月
13
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

講
座
・
教
室

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
６
月
13
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
６
月
16
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
健
康
教
室
】

日
時
／
６
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時

半場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
お
楽
し
み

ゲ
ー
ム
大
会
）】

日
時
／
６
月
18
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
玉
泉
苑 

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
６
月
20
日
（
金
）

　
　
　

午
後
８
時
～
９
時
半

　
　
　

７
月
４
日
（
金
）

　
　
　

午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

　

第
一
線
で
活
躍
す
る
人
に
学
ぶ
講
演
会
を（
一

財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会
が
公
開
し
て

開
催
し
ま
す
。

▽
講
師
＝
武
田
双
雲
氏
（
書
道
家
）

「
人
生
が
変
わ
る
言
葉
の
力
・
書
の
力
」

▽
日
時
＝
７
月
25
日
（
金
）　

午
後
３
時
～
４
時

半▽
会
場
＝
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

▽
定
員
＝
１
０
０
人
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
込
＝
厚
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み▽
受
付
＝
６
月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
～
27
日

（
金
）
午
後
５
時　

＊
先
着
順

▽
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員

厚
生
会
（
℡
０
７
５
‐
４
１
１
‐
０
０
８
４
）

定
員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
7
月
5
日（
土
）午
後
5
時
ま
で
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手

分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

講
演
会
の
お
知
ら
せ
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・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様
だ

け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
６
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

健
　
康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
６
月
12
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
７
月
３
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

子 

育 

て

【
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会
」】

日
時
／
７
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
～

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
診
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
７
月
７
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
24
・
10
・
22
～
Ｈ
25
・
１
・
6
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
６
月
13
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
22
・
10
・
８
～
Ｈ
23
・
１
・
11
生

ま
れ

各
種
相
談

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
６
月
16
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
７
月
７
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
７
月
28
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉
泉

苑
、
第
２
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
催
し
て
い

ま
す

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
６
月
24
日
（
火
）・
７
月
８
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
６
月
24
日
（
火
）・
７
月
８
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
半
～
午
後
２
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
６
月
11
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
10
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／
７
月
９
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
10
時
半

場
所
／
西
部
公
民
館

《
発
達
相
談
》

日
時
／
６
月
26
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

「
シ
ル
バ
ー
美
術
展
」

　
　
　
　

   

作
品
募
集

　

京
都
府
と
（
公
財
）
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
31
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
府
内
在
住
者
の
ア
マ

チ
ュ
ア
の
方
を
対
象
に
、
９
月
20
日

（
土
）・
21
日
（
日
）
に
京
都
パ
ル
ス
プ

ラ
ザ
で
開
催
予
定
の
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
・
シ
ル

バ
ー
美
術
展
」
に
展
示
す
る
美
術
作
品

（
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、

写
真
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
美
術
展
は
平
成
27
年
度

開
催
予
定
の
第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭

や
ま
ぐ
ち
大
会
に
お
け
る
「
美
術
展
」

の
京
都
府
代
表
作
品
（
京
都
市
域
を
除

く
）
の
選
考
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

・
出
品
申
込
期
限

　

平
成
26
年
８
月
８
日
（
金
）
ま
で
。

・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー
（
京

都
市
中
京
区
）

　
　

℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
０
２
２
６

　

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
と
、
６
月
１
日
現
在
の
家
庭
で

の
児
童
養
育
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の

提
出
が
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
６
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
に
必
要
な
添
付
書
類
は
、
受
給
者
が

会
社
員
等
で
、
職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
る
場
合
は
、
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の

写
し
、
今
年
の
１
月
２
日
以
降
に
井
手
町
に

転
入
さ
れ
た
方
は
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い

で
あ
っ
た
市
町
村
が
発
行
す
る
「
平
成
26
年

度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡
82

―
６
１
６
４
）
ま
で
。

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
さ
ま
へ

　
　
「
現
況
届
」
の
提
出
は
６
月
中
で
す
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ここからはじまる
はらだ みずき
小３の勇翔の夢はプロの
サッカー選手。ただ、本人
は自分のレベルがよくわ
かっていない様子。そんな
息子に歯がゆさを覚えた父
は、ある行動を起こす。共
に悩みながら歩んでいく、
親と子の成長物語。『小説
新潮』掲載を単行本化。

建築・土木 ipad・
iphone 最強活用ガイド
建設業 ipad 研究会著
広いユーザー層の支持を受
けるｉＰａｄは、建築・土
木においても活用が広がり
つつある。建築・土木で役
立つアプリ、設計事務所や
建設現場での導入事例、未
来のｉＰａｄの可能性など
を紹介する。
どんぐりころころ おやま
へかえるだいさくせん
スギヤマ カナヨ
どうしたら、どんぐりをお
山にかえせるか、お池のな
かまがちえをだしあい…。
「どんぐりころころ」のメ
ロディで、お話がまるごと
歌える絵本。『おはなしひ
かりのくに』２００９年
１１月号を再編集。

そこから逃げだす魔法のこ
とば
岡田 淳
こたつにすむ妖怪から逃げ
だし、一寸法師になって冒
険し、安全ピンで海賊をた
おした…。おじいちゃんが
ぼくだけに教えてくれたひ
みつの話。『神戸新聞』掲
載に書き下ろしを加える。

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
６
月
・
７
月
の
休
館
日

６
月
２
・
９
・
16
・
23
～
28
・
30
日

７
月
７
・
14
・
22
・
28
・
31
日

※
６
月
23
日
～
28
日
は
、
特
別
資
料

整
理
日
の
為
、
休
館
し
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
、　

２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　

２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　

１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

６
月

一
般
書

「
は
る
か
遠
く
、
彼
方
の
君
へ
」

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
澄　

加
奈

「
可
愛
い
ベ
イ
ビ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
十
嵐　

貴
久

「
ラ
イ
ア
ー
」　　
　
　

 

大
沢　

在
昌

「
ラ
イ
バ
ル
」 　
　
　
　

川
上　

健
一

「
満
月
の
道
」 　
　
　
　
　

宮
本　

輝

「
親
鸞　

既
往
は
咎
め
ず
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
藤　

洋
二
郎

「
村
岡
花
子
の
世
界　

赤
毛
の
ア
ン

と
と
も
に
生
き
て
」 　

 

村
岡　

恵
理

児
童
書

「
て
ん
ぐ
の
が
っ
こ
う
」 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

や
ぎ　

た
み
こ

「
パ
パ
は
わ
る
も
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

吉
田　

尚
令

「
あ
わ
て
ん
ぼ
オ
バ
ケ 

５
つ
の
お
話
」 

　
　
　
　

日
本
児
童
文
学
者
協
会
編

「
モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
お
ひ
さ

し
ぶ
り
」　　
　
　
　

  

柏
葉　

幸
子

「
ハ
イ
ラ
ム
・
ホ
リ
デ
ー
の
大
冒
険　

上
・
下
」 　
　

 

ポ
ー
ル
・
ギ
ャ
リ
コ

６
月
・
７
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

６
月
14
日
（
土
）・
７
月
12
日
（
土
）　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
七
夕
ま
つ
り
》

７
月
１
日
（
火
）
～
８
日
（
火
）

図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

任
意
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納

付
月
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
65

歳
か
ら
の
年
金
を
多
く
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ

ば
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

も
受
け
取
れ
、
任
意
加
入
で
納
め
ら

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
へ
の
任
意
加
入
は
、
井

手
町
役
場
住
民
福
祉
課
へ
、
加
入
申

出
書
（「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取

得
届
（
申
出
）
書
」）
に
口
座
振
替
申

出
書
、
年
金
手
帳
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
井
手
町
役
場
住
民
福

祉
課
、
も
し
く
は
最
寄
り
の
年
金
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
額
は
、
満
額
で
77
万
2
8
0
0
円
（
平

成
26
年
4
月
時
点
）
で
す
が
、
こ
れ
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
月
額

1
万
5
2
5
0
円
（
平
成
26
年
度
）
の
保
険
料
を
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
（
4
8
0
月
）
の
国
民
年
金
保
険
料
を
完
納
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
や
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
応
じ
て
年
金
額
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
「
任
意
加
入
制
度
」
と
は
、
60
歳
～
65
歳
未
満
の
5
年
間
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。
つ
ぎ
の
①
～
③
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
方
が
「
任
意
加
入
」
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
月
数
が
4
8
0
月
未
満
の

方
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ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入　
れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・　冷凍庫・ 
洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（6 月 11 日～ 7 月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン 粗大ごみ ペット

ボトル
発　泡
トレイ その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 6月12日
7月10日 7月3日 6月19日 6月26日 6月24日

7月8日 水曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 6月13日 7月4日 6月19日 6月27日 6月17日
7月1日 水曜日

上 井 手 区 火・金曜日 6月19日 7月3日 6月12日
7月10日 6月26日 6月18日

7月2日 水曜日

多 賀 全 区 火・金曜日 6月19日 7月3日 6月12日
7月10日 6月26日

6月11日
6月25日
７月9日

水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域

6月20日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、
茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

6月23日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

6月24日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、
蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

6月25日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

6月26日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田

6月27日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

6月30日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

（燃やすごみ）

出せる物・出し方
●台所の生ゴミ　　必ず水切りをする（大切です）　　●紙おむつ　　汚物を取り除いてから出す
●食用油　　少量ずつ紙か布にしみ込ませるか凝固剤で固まらせて出す
●剪定枝　　少量の木切れ、刈り込みなどはひもでくくる（一度に出すのは２～３束まで）
●たばこの吸い殻、掃除機のごみ、紙くずなど
●古着、古布などは極力リサイクルショップや集団回収などで出してください
※家庭生ごみ自家処理容器等購入費補助制度があります



名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161
企画財政課 0774-82-6162
税　務　課 0774-82-6163
住民福祉課 0774-82-6164
高齢福祉課 0774-82-6165
保健医療課 0774-82-6166
建　設　課 0774-82-6167
産業環境課 0774-82-6168
上下水道課 0774-82-6169
会　計　課 0774-82-6171
議会事務局 0774-82-6172
教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700
同和・人権政策課

0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館
保健センター 0774-82-3385
地域包括支援センター 0774-82-3690
泉ヶ丘中学校 0774-82-2070
井手小学校 0774-82-2119
多賀小学校 0774-82-2112
玉川保育園 0774-82-2153
多賀保育園 0774-82-2225
いづみ保育園 0774-82-4160
子育て支援センター 0774-82-2232
環境衛生センター 0774-82-4651
学校給食センター 0774-82-3617
井手町まちづくりセンター椿阪 0774-82-3838
町立デイサービスセンター 0774-99-4318
老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499
老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059
京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000
井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧
住民カレンダー

月日 曜日 行　　　　事

11 水
育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）

12 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
パソコン教室 (午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター )

13 金
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

14 土 和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

15 日

16 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

17 火 すくすくクラブ（午前１０時～１１時４０分、子育て支援センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

18 水 料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
生き生きふれあいサロン【お楽しみゲーム大会】（午後１時～、玉泉苑）

19 木 パソコン教室 ( 午後６時半～９時、いづみ人権交流センター )

20 金 天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

21 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）

22 日 町民ボウリング大会（午前９時半～、スーパーボウル城陽）

23 月
親子クッキング（午前１０時～正午、子育て支援センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑）

24 火
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）

25 水

26 木 発達相談（保健センター・完全予約制）
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）

27 金 大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

28 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

29 日
30 月
7/1 火 無火災デー防火パレード

2 水

3 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
パソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

4 金 子育てサロン（午前 1０時～ 11時 45分、玉泉苑）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

5 土 フレンド交流会（午前９時半～午後１時半、自然休養村管理センター）

6 日 井手町災害ボランティアセンター設置・運用訓練（午前９時～、玉泉苑）

7 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）

8 火 こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）

9 水 育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）

10 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
パソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

(4 月 20 日から 5 月 19 日までの届け出分・敬称略 )

住所 夫 妻
井手 中村　友也 比企　彩乃

〈
婚
姻
〉

おめでとうございます まちのカレンダー
（6月11日～7月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

「井手ねっと！ブログ」
参加者募集中

　井手ねっと！では、新規参加者をお待ちしてい
ます。井手町在住・出身の方、また町外でも井
手町に興味のある方は大歓迎です。井手ねっと！
（http://idenet.jp/）で自分のホームページ（ブ
ログ）を作ってみませんか。ブログ開設のお申し
込み・お問い合わせは下記の電話番号まで。
＊井手ねっと運営事務局
　（井手町企画財政課内、℡８２－５２１２）


